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４年間のご支援に心より感謝申し上げます！

平成２３年３月１８日、今任期最後となる所沢市議会の定例会が東日本大

震災の影響により、当初の予定より一週間早く事実上閉会いたしました。

４年前の初当選以来、皆様のご支援・ご協力により、本当に充実した議員

活動を行うことが出来ました。また、全ての定例議会（１６回）で一般質問の

機会をいただき、多くの提案が実現に至ったことに重ねて感謝申し上げま

す。それらの事案の一部を紹介させていただくとともに、今後の主な重点

政策を掲げ、所沢をもっと元気にするため、全力で取り組んでまいります。
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● 「赤ちゃんの駅」（公共施設等における授乳、オムツ交換のためのスペース）の整備

● 新型インフルエンザ対策行動計画、業務継続対応マニュアルの策定

● 地区別ごみ収集カレンダー、ごみ分別辞典の市ホームページへの掲載

● 市職員の民間企業への派遣、市職員採用関連情報の充実、採用面接への民間人試験委員の導入

● 「YouTube」（ユーチューブ）を利用した市政情報の動画配信 ● 市長によるタウンミーティングの実施

● 市職員の名刺を活用した「所沢航空発祥１００周年」のＰＲ ● 市民税等へのコンビニ収納の拡大

【荻野泰男が一般質問において提案し、実現に至った主な事案】

東日本大震災により被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。

市政リポート市政リポート

納得できる所沢市政を！！納得できる所沢市政を！！

【一般質問において提案し、平成２３年度より実現が見込まれる主な事案】

● 運転免許証自主返納者に対する住基カードの無料交付 ● 事業所用地方税電子申告システムの導入

● 老人憩の家・みかじま荘への通信カラオケの導入 ●中学生海外文化交流派遣の再開

● 工業事業者を対象とした実態調査の実施

● 市総合計画と中長期財政計画の計画年度の統一

● 第２市民ギャラリーの期日前投票期間の延長（県議選より実施）
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「市政報告会」を開催いたしました！

１月３０日（日）、後援会事務所
にて「市政報告会」を開催させ
ていただきました。当日は大変
寒い一日ではありましたが、多
くの方々のご協力により、盛大
に執り行うことができました。お
力添えいただいた全ての皆様
に改めて感謝申し上げます。

産業経済の活性化と
財源の確保

● 地域の実情や特性に対応した規制緩和、優良企業の誘致、
圏央道を活かした工業団地の整備、地産地消の推進等による農
業振興など産業経済の活性化、成長戦略に取り組み、税収の確
保や雇用の創出を目指します。長期的には裾野の広い“医療の
まち”としての所沢のポテンシャルを感じております。
● 市有財産の有効活用（公共施設における自動販売機設置業
者の公募等を含む）による新たな自主財源の確保を目指します。

● 景観計画の推進、電線類の地中化、学校施設の早期耐震化
等により、環境や景観に配慮し、災害にも強い街づくりを進める
とともに、マンパワーの活用を図り、地域コミュニティの強化を目
指します。

美しく個性的で災害にも
強い街づくり

● 人事労務の専門家として、市職員のスキルやモチベーション
をさらに向上させるための提案を積極的に行い、出来ない理由
を考えるのではなく、どうすれば出来るのかを考える市役所文
化への転換を目指します。

行政の人財活用

● 行政を監視する機能にとどまらず、議会基本条例に規定され
る議会報告会や政策討論会などの仕組みをさらに活用するとと
もに、予算・決算審議等のさらなる充実を図ることにより、議会の
政策立案機能、立法機能、広聴広報機能等を高めることを目指
します。

議会の機能強化

● 武蔵藤沢駅前から延長される新設道路の早期整備、主要交
差点の渋滞解消、防災行政無線の増設など安全性・利便性向
上のためのインフラ整備、旧湖畔荘や松原学園の跡地利用、と
ころバスの充実等の課題に地域の皆様とともに取り組みます。

地域の諸課題の解決


